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『地盤強度の適切な評価による工期短縮とコスト削減』

　　皆様におかれましては、ますますご発展のこととお喜び申し上げます。

　　日頃は格別のご愛顧を賜り、ありがたく厚く御礼申し上げます。

　　さて今回は、弊社が設計・工事監理に参画しました化学プラント建設工事おいて、表層に分布する強固

　　な礫層を支持地盤として評価することによって、工期の短縮とコスト削減を実現した事例を紹介させてい

　　ただきます。

　  住友化学工業㈱愛媛工場では、最新の製造法によるカプロラクタム製造工場が完成し、２月１７日に

　　竣工式がとり行われました。弊社は、本プラントの建設工事において土木部門と建築部門の連携により、

    その課題であった工期短縮とコスト削減を追求し、最大限に貢献致しました。

　　特に基礎設計においては、地下9ｍ～15mに軟弱地層が存在するため、一般的な構造設計では15m以深

　  の層を支持地盤とする杭打ち基礎の採用が妥当と考えられましたが、表層近くに約５ｍの厚さで密で

　　強固な礫層が存在することから、下記の判断により直接基礎の採用を決断し、大幅な工費削減と工期

　　短縮を実現致しました。

　　　　・礫層のN値は50以上であり、地盤強度の面では問題ない

　　　　・基礎の一体化と拡幅により、直下の密な礫層を介して下部軟弱層への均一な荷重伝達が図れる

　　　　・礫層による荷重の分散で、軟弱地層への荷重伝達は約５ﾄﾝ/m2となり、沈下はMax.20mm程度となる

　　　　・当プラントでは、局部的な不等沈下（傾き）は許されないが、20ｍｍ程度の等沈下は許容できる

　　なお、この設計判断を検証する為、建設工事完了後も沈下量を定期的に観測していますが、試製造を

　　実施中の現時点で最大沈下量が数ｍｍ程度であり、将来的な残留沈下量を考慮しても充分許容値

　　に納まる見込みです。

　　弊社は、化学工場の建設においても、こうした経済／工程面での貢献はもとより品質や安全面における

　　高性能の追求に、徹底した取組みを行っております。　　　
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▽現地盤

基礎 基礎 基礎 表土（山土） 0.5～1.5m厚

密な礫層 4.5～5.5m厚

緩い砂礫層 2.0～3.0m厚

軟弱層（シルト系） 6.0～7.0m厚

締った地層 15.0m以深

基礎概要図（断面図）


